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として,海鳥 ・海獣の分布調査,地 衣類 ・土壌藻類の調
査があるが,今 回はとくに昭和基地から30km近 く離
れたラングホプデ露岩地域の一角に小舎を設けて,地衣
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鰍 叢 蒙1::}1芸 鐵国灘 瓢 麟 一 文・剛 輌
国立極地研瓢 研究系(文 部教官助 教 授)栃 木 庸ll纏冬第2°次夏
設 営 一 般 志賀 重男 20.10.8国驕 懸麟聯 櫟工場)(螂技官)福 島 {萱野麟 黎次
II 増田 光男 22.10.25〃(金子架設工業㈱)(〃) 千 葉 第24次夏
〃 栗城 繁夫 28.5.14文部省学術国際局国際学術(文 部事務官)課 福 島 第22次夏
〃 森田 知弥 30.7.9 国翻 肇研蜥 蝶 部酬(文 部技官)東 京 第23次越冬
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昭和60年度外国基地派遣者名簿
O外 国共同観測派遣者(マ クマー ドサウンド地域)
専門 分 野 氏 名 ∠|そ繍P 所
地 震 学 神沼 克伊12.6,1国 立極地研究所研究系
〃
〃
山 田 守23.6.22名 古屋 大学 理 学 部









1気 象 学 山内 恭24 .9.28国立極地研究所研究系
南極海洋生物資源保存委員会
第4回 年次会合
星 合 孝 男
昭和60年9月2日から13日の問,オ ース トラリアのホ
バー ト市において,標 記会合が開催された.委 員会を構
成する15か国 ・　EEC,および,オブザーバー国5か 国,
オブザーバー組織の代表など約140名が出席した.日 本











































ノル ウ ェー ・ア イス ラ ン ドにお け る
共役点 オ ー ロラ大気 球観 測
佐 藤 夏 雄
あ っ,ゴ ン ドラ が切 れ た!!.ペ ン レ コー ダ記録 を 見 入
っ て い た宮 岡 君 が突 然 さ けん だ.い ま まで か ろ や か な 音
を発 し て いた 自然 電 波 信 号・が 無 くな り,方 向 セ ンサ ー の
信号 は急 旋 回 し て い る,手 塩 に か け て 育 て た 子 供 が突 然
な くな って しま った 時 の よ うな 思 い で3人 は 無言 で落 下
す る デ ー タを な が めて い た.
AZCD　(共役 点 オ ー ロ ラ)大 気 球 観測 は 日本 とノ ル ウ
ェー,デ ンマ ー ク との 国 際 共 同観 測 で あ る.今 回 の 目的
は,ノ ル ウ ェー よ り大 気 球 を放 球 し,昭 和 基 地 の 地 磁 気
共 役 点 であ る ア イ ス ラ ン ド上 空 で,地 上 か らは観 測 で き
ない オ ー ロ ラX線,電 場,自 然 電 波 を観 測す る こ と で あ
る.放 球 場 所 は ノル ウ ェー の ほ ぼll峡部 の海 岸 に位 置 す
る人n約150人 の　Abervaerとい う村 の小 学 校 の サ ッカ
ー 場 で あ る .放 球地 点 に は 日本 か ら私の ほか に宮 岡 君,
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るなか,日 本の第1号 機(15,000m3)が放球 された.高
度33kmで は直径約33メー トル にも膨れた気球は,白
夜の太陽を真横に受け,ま るでUFOの ような異様な光






















放球 された.し かし,ノルウェー側が装備 した コマンド
カッターの誤動作により,放球直後に観測器が切 り落さ
れた.幸 い,海 に入る直前で取 り押さえ,再使用するこ
とがIIＴ能だ.翌 日の夕方、予備気球を用いて再度放球さ
れた.しかし,上昇スピー ドが大変遅い.高度20kmに













































を記録 し改めて南極の厳 しさを思い知 らされ た.し か
し,25日には待ちわびていた太陽が顔を出し,雪の下の
生活でitlt白かった顔に も明 るさが戻ってきた.昭 和基


































併せて,電 離層の電界強度測定(横 須賀一函館)海 洋生
物の機器取扱い(横 須賀一館山)海上重力計の取扱い試
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6月4日 　 Mr.　SHOUESMITH,　1.(香港 英 国陸 軍 地 理
部)
6月12日　 Dr,　McPHERRON,　R.　(カル フ ォル ニ ア大
学 ロサ ンゼ ル ス校 地 球 物理 ・惑 星 物 理 研 究 所
教 授)
6月14日～6月17日 武 破 船(Wu　 Xia。・Ling,中国
科 学 院 蘭 州 氷河 凍 土 研 究所 研 究 員)
6月19日～6月22日 　 Dr.　LEGUERN,　F,　(フラ ンス 国
立 科 学 研 究 セ ンタ ー研 究 員)
Dr.　FAIVRE・PIERRET,　R.　(同上)
Dr.　BERNARD,　A.　(同上)
6月28日～7月5日 　 Dr.　LEE,　L.　(アラ スカ 大 学 地 理
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161iから'9南 極 のi・1,i物館 囎'!し て 公 開 され る ニ ヒ`三な り
た.
初 日 は 公 肝{記念 式 リ1Lが行 わ れ,永 田 前 所 長,西 堀 第 ・
次 越 冬隊 長 ら観 測 「;蒙な ら ㌧ に 二ふ じ二 関 係 呂.を 、'}璋.、・約
・100ノ、が 出 嚇 し 公 開 を 祝.、た,
ま た.'「1日愛 知 県 夕:1「.]}よ;)....;..:一'i汐、俣r」{の1ため に
















鴉 正」地 名 委 員 会 は 、'1冒しり..:1ヒlll「の 名 誉 教1乏 て.ある,}/[Fj八
九 午 の 永 年 に わ た る 「打 極 観 測 に 対 す る 功 績 を た た え,
lfl極ノく陸 ビ ク ト リ ア ラ ン1・..のパ ヲ ー ズ[1]1脈IPの[111t",1{高
2,140m,160°47/E71°21'S){こ 、.マ ウ ン ト.ノ..ゲグ
と 命 名 し た.こ の 伝L式 は,8J]21日 午 前 川 旧1;か∴M米
の 関 係 者同 席 の も と:判 叩 く使 館 に おL・て 行.われ .マ ン











会 場:国 立 極 地 研 「iE所講 堂
問 合 せ 先:国 立 極 地 研.ot')り[雪)k学研 究"'1/1
(962)4711iJ・1452(1蟻,卜)
第26次隊 ・月例報告(7月 ～8月)
7月 は 、 ほ ぼ ・週 燗 お き に ブ1;.ト1..一ドが 来 襲 し た.特
に1:fiJか・-1ド句 に か け て 低 気111が3～.1![の1:li,い.11周期 で
次 々.ヒ基 地 を 」1.fi過す ろ 悪 天 候 が 続 い た.8jlは ブ リ ザ ー
ドも 少な.(穏や か なllが続 い た.・!i、 み ず ほ基 地 で は
7月1611に..6LgCの観 測 以 来σ)最低 気温 を記 録 した.
8月 も低 温 と弓ill風のE[が多 か りた.
観 測 報 告
宙 空:71」|2||にS-31〔lJA-.12U－ロ ケ..・1・を 打 ち.1:
げ た.uケ.t　 ttt　l L同一[; .`・IL時・と も強 い オ ー ロ ラ ア ー ク
を 横 ぎ り 実 験 は 成 功 した21日 は エ ア ロ ゾ,Lを 測 定 す る
気 球L"機 を 股 球 し.高 度10-20kmt・」.近にrl{在す る エ ア
ロ ゾ ル 層 の レ.一.ト};.レー 一グ と の 同 時 観 世1[に成 功 し た.そ の
他.オ ーuラ のT'/二体 観 測,HFド ッ ゾ ラ ー レ ー ダ,マ ル
ーLビー ム1].寸.メー .・夕,シ ～.1ドレ ー ヅ等 に.kる 硯 川1[もf下っ
た.
」卜
.物 ・1「・VIF::ラジtt..ホブ デ.ぬる め.池て.採水 をii.った.
8月.二 人 っ..こ.ス.tl!L'フ'スネ ス ・ ス.t'一レ ン ±Jttli'を実 施 し
舟 底 池,『i.1)ばち 池,ス ウ ー レ ン ノ<池の 採 水 をlj-.,た.
大 気ITの:酸 化 炭 素i1!度も 連 続 測 定 し て い る.
'1!P(・地 学;7Jjか ら8J]に か け て 、>k床 掘 削 孔 の 孔







消費 硅 残 ㍑　 ali費|,1:残二品
i呼」壇Fド白山27,223443,52427,530415,994
灯1:11T 3、8工)0'"6,6{〕0・i,60042,000
7月 は フ∵1/..一ミ.ボの1iが 多か っ た た め.130ki水 楢 に
;'i月ミ'.!1'え.:「|児孝;ニノ、り馳 ノkR-/!＼}1([i1}]:をノ、オL/:)・必、要:まな カx
っ た..二 の 恕 天 候 の 合ll}1を謎 ・って.ヒ')つ き 岬 に 置 い て
あ..・.、t[」〈・lil'1・t.[:ll{:{台と1:虚6台 を7All[に1il」和 基 地 に
回 収 し た.8日 に は.S16地 点 へ の ル ー トκ{察 を 行 い,
12～13日 に は,S16の ノ(型雪 上i桓 げ}と 櫨 ・h,住 カ ブ ー
ス 等9台 を 川 ⊥]/した 、 こ れ ら の 車 両 の 整 廿1}iと旅 行準 備 を
行 ・った..三 た.ラ ン ソ..ホプ デ 雪 鳥 沢 の 生 物 野 外 観 測 小 舎
建 設r定 地 の 測.;b11:と昭1;111£池 へ の 通lll状況 の 調 子fを行 ・⊃
た.イ ン マ ル サ ッ トデ ー テ ル 回 線 に お い て 通 信 障 害 が 多
発 した の で 、胡 杳 を 実 施 し た.昭 和 基 地 側 ぴ)FAX端 末 の
レベ ル 設 定 が 不 適'11と判 明 し た た め 、 設'定値 を低 く し.
誤 動 作 を な くす こ と が で き た.み ず ほ 八1也 及7ド雪 氷ll局在
族lf川 の 食rl}準備 も1]:われ た.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Statlons)
平 均 気 温(Mean　temp,)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.　temp.)　(CC)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relatlve　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s>
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日数(Numbea　of　clear　days)
【極地豆事典】
オ ー ロラま での距離


















































々の極 く近 くで光っている様にさえ感 じられ る事があ
る.しかしまたある時は星と同 じくらい遠い所で光って






こ とは で きな い よ うで あ る.
で は,一 体 どの よ うに して オ ー ロ ラの高 さ を知 る こ と




は,地 上の2点 から同一のオーロラに対 し仰角,及 び方
位角を測定し三角測量の原理を用いて求める,い わゆる
ステレオ観測がある.た とえば昭和基地 とラングホブデ;
に お い て 同 時 に 観 測 を行 な った場 合,オ ー ロ ラの見 え る;
方 向 は天 頂 付 近 で 約10度く らい の ず れ が あ る こ とが わ か{
る.こ れ は,我 々 が 両 眼 で30～40cm手 前 の 物 を見 る:
こ とに 相 当 す る.勿 論20km近 く も 離 れた 両眼 とい う
の は,機 械 の 眼 を使 っ て しか 実現 で きな い が,2台 の ス
チ ー ル カ メ ラ,2台 の フ ォ トメ ー タ,あ る い は2台 の テ 、
レビカ メ ラを 用 い た オ ー ロ ラの ス テ レオ観 測 は,か な り{
ン
古くから実際の観測手段 として用いられてきた.最 近で{
は,　25tawaや26次隊 に よっ て繍 の オ ー 。 ラテ レ ビカ 川
;ラを用いたステレオ観測が実施されている.こ うして得}
られた結果は,オ ーロラの高さが下端では約90km,最 ・
も明るい部分で約120kmという値を示す,
それではオーロラの光る高さが約100kmであるとし'
て,地 平線近くに見えるオーロラは,昭和基地からどの
位離れた場所で光っているのであろうか.地 球の半径が
6400kmであるから図に示 したように,水平線方向に見
えるオーロラは,昭 和基地から約110ekm離れた地点(
の上空で光っていることになる.昭和基地か ら1100kml
といえば モーソ.基地やノボラザレフスカ縫 地にも{
届 く距離である.た だし大陸や山の影響で先見な水平線
の見通 しがないため,現実にはそんなに遠 くまでは見え
てはいない.ち なみに,みずほ基地やマラジョージナや
基地の上空で光っているオーロラは仰角約20°である.
}
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